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１．目的  

 本研究室では、河川施設の安全度を評価する手法とし

て、河川施設の被災安全度を評価するために必要な被災実

態データの収集と分析を行い、被災に影響を与えた洪水時

の水と土砂の三次元的な流れの観測と予測をすることで、

河川施設が被災する危険度を判別する手法を確立すること

を検討している。洪水中の実河川の流況観測は困難を多く

伴うため、観測例はわずかである。著者の一人である木下

（1984）による洪水観測は代表的なものであり、現在に至
るまで北斗測量調査㈱と共に精力的に観測及び、観測手法

の確立をしてきた。開発した数ある無人ボートの中の一つ

として、図-1に示すラジコンボートがあるが、これは洪水
中の河道内の流況の観測を可能にした。このボートは

ADCP、RTK-GPS、音響測深器を搭載し、三次元流速場と
河床形状を測定することができる。本報告では著者らの進

めている研究テーマの一部として位置づけられる、湾曲部

における洪水中の河道内の流れを議論する。 

図-1 ラジコンボート 

２．観測概要  

 著者らは上述の研究目的を背景に河道内における危険

度の高い湾曲部において、前述のラジコンボートを用いて

現地観測を行った。観測場所は図-2に示すように、神通川
の河口より約 4 km地点の湾曲部を選択した。観測当時は
中規模洪水であった。ここではこの観測で得られた観測結

果の一例を報告する。 
３．研究成果  

 研究成果の一例として、図-3、図-4 が得られたが、これ

らを用いて下記の議論を進める。これらの図は、湾曲部に

おける一断面の流速分布を示す。横軸は河道左岸からの距

離、縦軸は水面から河床までの距離を示す。図-3 は河道縦断

コンター図である。同様に図-4 は鉛直方向の水面から河床へ

せたコンター図である。また図-3 及び 4 の矢羽は横断方向、

示すとおり、主流速は左岸から 20 m 付近、40 m 付近、
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観測断面 
図-2 神通川湾曲部周辺地図 

方向の流速成分の正の値だけを用いて描かせた

向かう鉛直下向きの流速成分だけを用いて描か

鉛直方向の流速分布を用いて描かせた。図-3 に

60 m 付近、80 m 付近と大きく分けて四箇所
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に散らばっている。また左岸から 16 m 付近までは、負のデータを持っている。この断面では左岸から約 10 m

付近まで上下流に水制があり、図-3 の左岸側に存在する負の値は、水制により発生した流下方向とは逆方向

の流れを示している。図-4 に示すとおり、鉛直下向きの流れの最大値は、20 cm/s 程度あり、上向きの流れ

もほぼ同様の最大値を持つ。また下向きの鉛直流速が約 8～10 m おきに存在し、またそれと交互に上向きの

鉛直流速が存在する。既往の研究として、著者、木下（1968）は洪水中の流れ場には、湧昇流と下降流が一つ

のセルをつくり、そのセルの大きさは水深とほぼ等しいスケールを持つと報告している。この結果は、当時、

著者が提案した洪水流航測の手法から得られた知見と同様の傾向を示している。また過去の観測例として、

Thorne et al. (1983)が、湾曲部の流れを二次元の電磁流速計で測定し、一般的に言われている湾曲部の二次流を

報告した。すなわち、この図面でいえば水面付近の流れが右から左へ、河床付近の流れが左から右への流れを

示す。それと比較すると、本観測で得られた結果は大きく異なる。この違いは河川構造物へ与える流体力を考

慮するうえで重要であり、今後、データを蓄積し議論を進めていく必要がある。 
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図-3 縦断方向の流速分布（正の値のみをコンターに示す。） 

図-4 鉛直方向流速分布（鉛直下向きの負の値のみコンターとして示す。） 

土木学会第61回年次学術講演会（平成18年9月）

-430-

2-217


